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4 渡辺（1994）、pp.97-100 































変化を、マクロ的な視点から明らかにすることである。第 4 及び第 5 の課題は、中国都市
部の食生活の変化についてより具体的またミクロな視点から検討していくための課題であ
る。まず第 4 の課題として、中国都市部における家事（炊事）労働の社会化とそれにとも







3  研究の方法 
 
















































前述のとおり、本論では 3 つのアンケートデータを用いる。第 1 のアンケートは、都市
における家事労働と家庭内食の変化を明らかにするため、成都市都市住民を対象として行
った、加工食品に対する消費者実態調査（n=192）(2011 年 3 月実施)である。第 2のアンケ
ートは、外資系企業の進出によって、中国国内に持ち込まれた外国食に対する意識を明ら
かにするため、中国全土から学生が集まる北京の大学の学生（n=120）を対象に行った、フ





対象とした食生活調査（山東省 2007年 12 月、重慶市 2008 年 11 月実施）である。 























                                 
6『中国統計年鑑 2010』 
調査地域 内容 回答者数 実施時期 該当の章
1 成都市 都市部住民を対象とした加工食品に対する消費者実態調査 n=192 2011年3月 第４章



































                                 
7 阳（2008）、pp.42-44 
月あたり
 全  国 17 ,175 1 ,431 - -
 北京市 26,738 2,228 - 20代前半
 上海市 28,838 2,403 - -
 山东省 17,811 1,484 - -
（済南市） 22,722 1,893 3000-3999 30-40代
（青島市） 22,368 1,864 3000-3999 30-40代
 重庆市 17,191 1,433 1000-1999 30-40代
 四川省 13,839 1,153 - -























































































第 1 章 食生活研究に関する動向と理論的フレームワーク 
 



























































































                                 

































































































図 1- 1 「美土路食生活様式論」イメージ図 
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図 1- 4 田中食生活様式論イメージ図 












































































































図 1- 6 本論文の理論的フレームワーク  
２０ 
 
第 2 章 中国における食文化 
 

























                                 
22『中国統計年鑑 2010』より 
23 中国では、主食用穀物として、雑穀やイモ類も食されるが、現在消費される消費量から




































































































































                                 
42 首藤（2008）、p.42（原著：坪内良博・前田成文『核家族再考』、弘文堂、1977） 
43 首藤（2008）、pp.43-44(原著：陳其南（CHEN,Qi-nan）「房与传统的中国家族制度」『汉学



















































































































































































































表 2- 1 中国古典に記された養生の教え 
 
















































第 5 節 小括 
 











































第 3 章 中国における市場経済の導入と食料消費の変化 
 












第 2 節 市場経済の導入と都市部における食料市場の変化 
 






























































というものである。加えて 2003 年には、国有企業の株式制が採択された68。 
このように、92 年以降は価格と流通の自由化が進むとともに、国と企業の分離が大きく
進み、中国国内市場における民営企業の存在も大きくなった。各企業は国内市場の中で利
潤の最大化を求めて激しい競争を行うようになった。2001 年に WTO 加盟を果たしたことで、
中国の対外開放が加速度を増し、中国国内市場は国際競争の中へ組み込まれていった。 
 
                                 
64 関（2005）、p.73、77 




















































































































































図 3- 1 計画経済下での生活手段の流通経路 
 
このような、政府による強力な管理下におかれ硬直した流通制度は、1979 年以降 3 段階
にわけて変化していった。第 1 段階は、1979～84 年の統制制度が緩和された時期で、主要
農産物の統一買付価格が引き上げられた。また、統制買い付け対象の農産物の内、流通量
の少ないものが対象から外され、買い付け量の削減と自由市場に対する規制緩和が行われ









































































1  中国の経済成長と都市・農村格差 
 






純収入に占める第一次産業所得の割合は 8 割であった。しかし、90 年代に入ると減少し始
め、2000 年に入ると 5 割を切るようになった。78 年比でみた 2009 年の農村住民一人当た









一方、都市の 78 年比でみた 2009年における一人当たり可処分所得は、名目値で 50.0 倍











による農産物生産の増加を背景に、1966 年までに 1,899kcal まで急激に上昇した。その後
のカロリー供給量は、70 年代は文化大革命を通した政治や経済の混迷期によって停滞した。
改革開放以降の70年代後半から80年代前半と90年代はカロリー供給量が大きく上昇して




































図 3- 4 中国におけるカロリー摂取量の変化 
 






ロリー摂取量にも影響を与えている。総摂取カロリーは、都市部では 90 年代から 2,100～




脂質の割合は、2004 年値で都市部の方が約 2 倍多いが、都市部農村部ともに増加傾向にあ
都市 農村 都市 農村 都市 農村 都市 農村
1990 2,313.8 2,841.6 67.8 86.4 13.5 12.7 25.2 13.3
1991 2,319.0 2,803.4 66.2 85.4 13.5 12.7 26.5 14.1
1992 2,356.3 2,769.6 63.3 84.7 13.2 12.6 29.1 14.5
1993 2,195.7 2,893.0 61.2 86.1 13.1 12.6 30.5 13.9
1994 2,320.7 2,836.4 61.8 86.0 13.1 12.6 30.3 13.9
1995 2,235.3 2,830.0 62.7 85.7 13.1 12.6 29.3 14.2
1996 2,237.2 2,834.0 62.5 84.6 13.1 12.7 29.3 14.9
1997 2,180.7 2,796.5 61.5 83.9 13.1 12.7 29.9 15.3
1998 2,197.6 2,783.0 61.2 83.9 13.0 12.7 30.2 15.3
1999 2,223.3 2,761.6 60.6 83.9 13.0 12.8 30.6 15.2
2000 2,239.6 2,846.3 59.6 82.1 12.8 12.6 31.3 16.7
2001 2,206.4 2,734.0 59.8 81.5 12.8 12.6 31.0 17.2
2002 2,317.7 2,743.5 57.3 80.7 13.1 12.6 33.1 17.9
2003 2,379.7 2,583.1 56.5 80.6 13.0 12.8 33.8 17.6
2004 2,298.1 2,510.2 58.2 81.5 13.4 13.6 32.7 16.3
総摂取カロリー 穀物カロリー比重 タンパク質比重 脂質比重




































表 3- 2 都市住民一人当たりの食料消費の変化 
1957 1985 1995 2005 (2005/1957)
所得弾性値
1996－2005
穀物 167.2 134.8 97.0 77.0 0.5 -
野菜 109.2 144.4 116.5 116.6 1.1 -
豚肉 6.7 16.7 17.2 20.2 3.0 0.314 － 0.158
牛・羊肉 1.2 2.0 2.4 3.7 3.1 0.422 – 0.246＊
鶏肉 1.2 3.2 4.0 9.0 7.5 0.534 – 0.343
卵 3.3 6.6 9.7 10.0 3.0 -
水産品 7.6 7.1 9.2 12.6 1.7 0.336 － 0.366
牛乳 - - - 17.9 0.855 － 0.559
果物 - - - 56.69 -


























    所得弾性値は木下他(2007)より  
４６ 
 
















表 3- 4 野菜供給カロリーの国際比較（2007 年） 
 
 




1996 2004 1996 2004 1996 2004 1996 2004
主食穀物 94.7 78.2 94.6 82.7 93.4 77.1 94.4 75.5
米 52.6 42.7 52.1 45.2 52.6 41.7 52.4 41.0
小麦粉 23.5 12.5 25.6 15.9 22.3 12.1 20.9 9.2
その他主食 1.5 3.0 1.7 2.7 1.4 3.0 1.9 3.6
主食加工品 17.1 20.0 15.2 18.9 17.1 20.3 19.3 21.7
澱粉・芋類 14.2 10.0 13.4 10.7 14.2 9.6 14.6 9.7
平均 低収入 中等収入 高収入
中国 日本 韓国 タイ マレーシア アメリカ イギリス フランス ドイツ
177.68 76.42 170.39 30.31 43.21 79.59 67.94 72.92 68.18
1982 1992 2002 1982 1992 2002
野菜 316.1 310.3 276.2 302 319.3 251.9
緑黄色野菜 79.3 102 90.8 68 98.1 88.1







      （家庭内で作った饅頭を食べる場合は、小麦粉消費に位置づけされる。） 
澱粉・芋類：芋類、澱粉および澱粉製品。馬鈴薯、サツマイモおよび各種澱粉と製品。 
96 年と 04 年はデータの分類に多少の違いがあり、04年の分類に即してまとめた。 
資料：『中国价格及城镇居民家庭收支调查统计年鉴』1997、2005 
 
資料：中華人民共和国国家統計年鑑 社会統計年鑑 社会統計数据 2007 











の肉類消費量（表 3-7）では、1996～2004 年の間に全所得階層とも消費量が増加している。  
 
表 3- 6 動物性たんぱく源供給カロリーの国際比較（2007） 
 
           
 
 









中国 419.9 37.8 52.0
日本 176.0 163.2 119.7
韓国 244.9 94.2 38.5
タイ 182.9 59.1 32.8
インドネシア 59.8 48.9 15.9
アメリカ 450.0 38.4 373.1
イギリス 467.6 36.9 352.9
フランス 447.1 72.2 360.5
ドイツ 362.9 41.3 319.8
1996 2004 1996 2004 1996 2004 1996 2004
肉類 22.5 26.6 19.1 22.7 22.7 27.3 26.3 30.9
豚肉 17.1 19.2 15.2 17.0 17.2 19.5 19.8 21.7
牛肉 2.0 2.3 1.8 1.9 2.1 2.4 2.3 2.6
羊肉 1.3 1.4 0.8 1.2 1.3 1.5 1.8 1.5
その他肉および肉製品 2.1 3.7 1.3 2.6 2.2 3.9 3.1 4.9
鳥類 5.4 8.4 3.6 6.5 5.5 8.4 6.5 10.6
鶏 3.6 4.9 2.5 4.0 3.6 4.8 4.2 5.9
鴨 0.4 1.5 0.3 1.2 0.4 1.5 0.5 1.8
その他禽類禽製品 1.4 1.9 0.8 1.2 1.4 2.1 1.7 2.9
卵 10.1 11.0 9.0 10.1 10.2 11.2 11.4 12.2
生鮮卵 9.7 10.4 8.6 9.7 9.7 10.6 10.8 11.4
卵製品 0.5 0.6 0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.8
水産物 4.7 12.0 4.1 8.9 4.8 12.0 5.2 17.0
魚 4.0 9.1 3.5 7.1 4.1 8.9 4.5 11.6
エビ 0.7 1.3 0.6 0.7 0.7 1.3 0.9 2.2
その他水産物 - 0.7 - 1.1 - 1.9 - 3.2
牛乳 5.2 21.7 3.8 14.3 5.2 21.9 7.0 30.1
鮮乳品 4.8 18.8 3.4 12.7 4.8 18.9 6.6 26.2
ヨーグルト 0.3 2.9 0.4 1.6 0.3 3.0 0.4 4.0




   卵製品：家禽類の卵の加工製品（咸蛋・松花蛋・冰蛋・糟蛋・茶叶蛋など） 
   魚：海水魚と淡水魚 エビ：一次加工品含む 
   その他水産品：淡水魚、海水魚、エビ以外の水産品（貝類・海藻類・蟹類など） 
   鮮乳品：牛乳、馬乳、羊乳、混合乳 













続いて、鶏肉は、1996年から 2004 年の一人当たり平均消費量は 1.56 倍増加しており、
豚肉の 1.12 倍より多い。牛肉の 1996 年から 2004 年の一人当たり平均消費量は 1.13 倍の
増加で鶏肉ほど消費量は伸びていない。2004 年値の一人当たり肉類・禽類消費の平均値で
みると、牛肉消費は食肉消費の 6.4％にすぎない。牛肉消費の伸びが鈍い理由としては、牛









一方、表 3-7 より水産物消費をみると、96 年から 04 年の間に低収入層で 2.14倍、中等






















96 年から 04年の間に、一人当たり消費量の増加幅は、低収入で 3.7 倍、中等収入で 4.2
倍、高収入で 4.3 倍増加している（表 3-7）。牛乳は畜産物消費の中で、近年最も消費量が



























































油 25～30ｇ 肉類 50～75ｇ 野菜類 300～500ｇ
塩 6ｇ 魚介類 50～100ｇ 果物類 200～400ｇ
卵類 25～50ｇ
乳製品 300ｇ 穀物類・芋類・雑穀 250～400ｇ




























3-10 である。表 3-10 のなかで特徴的なのは、主食において中国の伝統的な主食と同列にパ
ンやオートミール83といった西洋食が並んでいること、および栄養補助としての乳製品摂取
84を推奨している点である。中国政府の目指す食事内容が既存の中国料理を基調としながら












表 3- 9 中国の食生活ガイド 
 
 




中国国民栄養と健康調査では、2002 年の肥満発生率は 24.2％であり、1992 年値と比べて






に 2002 年の中国住民栄養と健康調査では、15 歳以上の住民のうち 15％は少なくとも一日















占める割合 25～30％ 30～40％ 30～40％
食事の時間帯 6：30～8：30 11：30～13：30 18：00～20：00







































                                 
86 中国营养学会（2007）、p.79 
平均 低収入 中等収入 高収入
油 25～30 26.4 27.0 26.6 25.8
塩 6 - - - -
乳製品 300 59.4 39.2 60.0 82.6
大豆類・ナッツ類 30～50 - - - -
肉類 50～75 95.9 79.9 97.9 113.6
魚介類 50～100 32.9 24.2 33.0 46.5
卵類 25～50 30.1 27.7 30.8 33.3
野菜類 300～500 335.1 318.6 333.6 341.1
果物類 200～400 157.8 124.3 160.8 197.4
穀物類・芋類・雑穀 250～400 241.7 255.9 237.5 233.3












































第 4 章 中国における女性の社会進出と炊事労働の社会化にともなう食料消費の変化 
 
















第 2 節 女性の労働力化と家事労働の役割分担の現状  
 













割合をみても、1949 年建国初期は 7.5％であったが、1960 年の復興期の終わりには 11.68％

























『世界の女性労働』2005 年、p81(原著：女性と仕事の未来館『中国の働く女性』2001 年 3 月、p.16、(原資料：『偉
大的十年』人民出版社 1958、『中国婦人統計年鑑』中国統計出版社 1991、『労働と社会保障統計年鑑』中国統計出
版社 1999) 
1978 以降のデータは『中国統計年鑑』各年版より  










38.3％から 1990 年には 45.1％と増加し、国家機関、企業管理者として働く女性は 82年の















2 男女別就業条件の比較  
 
 ここまでみてきたように、90 年代以降の国有企業改革の中で都市部の女性労働者数の減











口の割合）は 2003 年値で 76.3％と依然として高い（図 4-1）。また、中国全体でみた女性




図 4- 2 中国における年齢別女性労働力率 
 
続いて、現代の男女間の就業条件の相違点を整理すると、まず一週間あたりの労働時間
は、男性 48.5時間、女性 44.9 時間である95。男女の労働時間に大きな差はなく、女性もフ
ルタイムで働いている。比較として他の国の様子を見たものが表 4-1 である。男性の労働
時間を 100 としてみると、中国・台湾・韓国の女性労働者は、男性労働者とほぼ同様の時
間分働いている。 一方、同じ東アジアでも日本の場合は男女間の差が大きい。  
 





                                 
















中国 台湾 韓国 日本 スウェーデン
労働時間 98.0 97.0 97.0 76.0 85.0
労働者賃金 70.1 61.9 62.7 66.8 88.2
資料：LABORSTA Internet 
注：労働時間は中国、韓国、スウェーデンデンが 2003年、台湾が 2004 年、日本が 2002 年データ 。 
労働者賃金は中国が 1999 年、日本、韓国、スウェーデンが 2003年、台湾が 2002年データ。 
資料：労働時間は ILO データベース LABORSTA Internet より。 
労働者賃金は中国が「第二期中国婦女社会地位抽様調査主要数据報告」中華人民共和国国家統計局、 














たり 82.2 分、女性は 105.6 分であった96。女性の家事労働時間を 100 とした男女比では、

















中国 デンマーク アメリカ 日本
炊事 77.6 39.0 28.0 2.0
洗濯・掃除 81.0 16.0 38.0 5.0































































































 まず、中国都市部における外食費の推移をみてみると、1995 年の 160 元から 2009 年の
976 元（名目値）へと、約 6倍に増加している（図 4-4）。 
 1992 年以降、農産物価格を中心に食料価格の自由化が急速に進められ、食料価格が上昇
していった。さらに、価格自由化の影響を受けて急激なインフレが起こり、90 年代半ばは
高インフレを示していた。この時期最も高いインフレ率は、93 年の 23.92％、94 年の 25.5％
である。90年代後半からインフレ率が 1％を下回り、2000 年前半は物価が安定する101。 
これにともない、2000 年代以降は、一人当たり食料費が急激に増加している。それと同
時に、一人当たり外食費も同様に増加した。外食比率（食費に占める外食費の割合）は、
1995 年（9％）から 2006 年（22％）までは増加の一途をたどり、その後は 20％強で横ばい
傾向にある。このことは、食生活の中で、外食を行うという行為が定着、日常化してきた
                                 
100 秋山他（1998）（原著：楊（1995））、p.83 




また、北京オリンピックが開催された 2008 年の外食率は 20.9%であり102、これは日本が
同様の発展段階にあった東京オリンピック開催年（1963 年）の外食率 2.5％103と比較する
と、非常に高い水準であるといえる。 














                                 
102『中国統計年鑑 2008』より計算。 
103 総務省統計局『日本の長期統計系列』「家計」の「一世帯当たり年平均 1 ヶ月の消費支





























る外食産業（飲食店）が「年末従業員数 40 名以上、年間売上額 200 万元以上の飲食業」（以
下、限額以上の飲食業）という点をふまえた上で、その傾向をみる。 
 限額以上の飲食業における法人企業数は、2005 年から 2010 年の間に 2.5 倍に増加し、







表 4- 3 中国における限額以上の飲食業法人企業数 
 
 











2005 9,922 9,099 580 8,519 365 458
2006 11,822 10,939 584 10,355 412 471
2007 14,070 13,090 569 12,521 458 522
2008 22,523 21,250 614 20,636 579 694
2009 20,694 19,507 608 18,899 587 600
(2009/2005) 2.1 2.1 1.0 2.2 1.6 1.3















表 4- 4 フランチャイズ・チェーン経営の飲食店の企業形態別店舗数と営業額（2009 年度） 
 
 









                                 
104 耿（2003）、pp.26-29 
本店数 支店数
国資企業 6,352 291 6,061 317
国有企業 22 4 18 2
その他国資企業 6,330 287 6,043 315
 港、澳、台系外資系企業 1,685 50 1,635 97
 その他外資系企業 6,128 85 6,043 465
合計 14,165 426 13,739 879
合計 営業額(億元）
国有企業 その他国資企業
2005 9,748 5,927 26 5,901 480 3,341
2006 11,360 6,904 29 6,875 555 3,901
2007 10,973 5,336 16 5,320 1,002 4,635
2008 12,561 5,789 16 5,773 1,176 5,596
2009 13,739 6,061 18 6,043 1,635 6,043

































































中国における冷凍食品生産量は、1997 年の 1,392 万トンから 2007 年の 3,883 万トンと 2.8
                                 














表 4- 6 中国における冷凍食品生産量（推計値） 
 




















                                 
109 隋（2008）、pp.4 
























































濯機が 100 世帯あたり約 52.8 台、冷蔵庫は約 9.6 台であった。1990 年になると洗濯機が
100 世帯あたり 78.4台、冷蔵庫が 42.33 台となり、急激に各家庭に広がっている（図 4-4）。
なお、既存の統計資料には記載されていないが、炊飯器も 1985年にはすでに普及を始めて
いる（第 4章 5 節）。 
 
資料：『中国城市(镇)生活与价格年鉴』2010 より作成 
図 4- 4 中国都市部における 100 世帯当たりの家庭用電化製品保有台数 
 
また、80 年後半代から家庭用電化製品は供給過剰となり、価格が低下し始めたことで、
冷蔵庫や洗濯機が一般家庭へ広く普及している。2000 年になると冷蔵庫の 100 世帯当たり
の保有台数は、90.5台、冷蔵庫は 91.9 台となり、ほぼ全ての家庭に普及した（図 4-4）。 
洗濯機と冷蔵庫が一家に一台に近づくのと前後して、1999 年に新たな家庭用電化製品で
ある、電子レンジが登場している。電子レンジの 1999 年における 100 世帯当たりの保有台
数は、12.2台であるが、2000年代の間に増加し 2009 年には 57.8 台となっている。 






































資料：カルフール広告、販売期間 2011 年 1 月 21 日～26日（2011年 1 月当時：1元＝約 12円） 




資料：成都調査 2011年 1 月、価格 518 元 
























る成都市の場合は 35%である（両都市とも 2009 年値）120。よって、調査地は女性の労働力
化が進んでいる地域といえる。   
次に、調査地における炊事労働の社会化の程度を計るデータとして、食費に占める外食
費の割合、外食比率をみてみる。既存の統計には成都市のデータがないため、四川省都市
                                 
115 副省級市とは、地級市として省の直轄下にあるが、経済、財政、法制度に関して省と同
程度の自主権を持つ。市級市とは、地域内部に巨大な農村を含むが、その都市の非農業人
口が 25 万人以上、地域の GDP が 2 億元以上、第 3 次産業の比重が第 1 次産業を上回り、第
3 次産業の GDP が 35％以上の地区を指す。 
116『成都統計年鑑 2010』より 
117 省と同等級の最高都市で、現在北京、上海、天津、重慶の 4 都市がある。省に比べ面積













る。調査は 2011 年 3月に行い、調査場所は成都市内にある主要スーパーマーケット、中国






収枚数は 196 枚（回収率 100％）、有効回答数は 192枚（有効回答率 98％）である。 
 




                                 
121 『中国統計年鑑 2010』より 
122 『中国統計年鑑 2010』より 






 本アンケートの男女構成比は、男性 30.2％、女性 69.8％で女性回答者が中心である（表
4-8）。年齢別構成比は、20 代が 41.8％、30 代が 18.4％、40 代が 8.7％、50 代が 13.8％、
60 代が 17.3％となっている（表 4-9）。職業構成では、有職者が 52％、無職者が 48％であ
る（表 4-10）。全体数における有職者の内訳は、自営業者、民間企業労働者、外資企業労働
者の非国有企業の労働者が 39.8％、国有企業労働者と公務員が 12.3％である。同様に無職
者の内訳は、専業主婦 7.7％、学生 12.8％、退職者 27.0％であった。有職者における役職
構成は、一般職員が 63.9％、中間管理職が 26.9％である（表 4-11）。 




 表 4- 8 男女構成比           






男性 58 30.2 30.2 
 女性 134 69.8 100.0 
 合計 192 100.0  
欠損値 4   
合計 196   
 
 
表 4- 10 職業構成 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
自営業者 31 15.8 15.8 
 国有企業労働者 15 7.7 23.5 
 民間企業労働者 36 18.4 41.8 
 外資企業労働者 11 5.6 47.4 
 公務員 9 4.6 52.0 
 専業主婦 15 7.7 59.7 
 学生 25 12.8 72.4 
 退職者 53 27.0 99.5 
 その他 1 .5 100.0 
 合計 196 100.0  
 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
20代 82 41.8 41.8 
 30代 36 18.4 60.2 
 40代 17 8.7 68.9 
 50代 27 13.8 82.7 
 60代以上 34 17.3 100.0 





表 4- 11 有職者の役職構成 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
無し 10 9.3 9.3 
 一般職員 69 63.9 73.1 
 中間管理職 29 26.9 100.0 
 合計 108 100.0  
欠損値 88   






元以下が 12.1％、1,001-2,000 元が 26.7％、2,001-3,000 元が 32.0％、3,001－4,000 元が
12.8％、4,001－5,000 元が 7.6％、5,001－10,000 元が 8.7％である。月あたり収入の中央
値は 2,001－3,000 元で、成都市の一人当たり平均可処分所得（2009 年）は 17,589 元、月
あたり 1,466 元である（序章：表２参照）。 
 
表 4- 12 教育水準の構成124 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
小学校及以下 14 7.2 7.2 
中学校 29 14.9 22.1 
高校・中専 55 28.2 50.3 
大専・職大 50 25.6 75.9 
大学 33 16.9 92.8 
大学院 14 7.2 100.0 
合計 195 100.0  
欠損値 1   








ら 9 年間（小学校 6年・中学校 3 年または小学校 5年・中学校 4 年）である。中等教育は 3
年間あり、職業中学のみ 2 年間である。高等教育である大学は 4～5 年、大学院は修士課程
3 年、博士課程は 3年以上である。専科大学、職業技術学院は 3～4 年で、日本の短大や専







表 4- 13 月あたりの収入構成（専業主婦・学生除く） 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
1,000元以下 21 12.2 12.2 
 1,001～2,000元 46 26.7 39.0 
 2,001～3000元 55 32.0 70.9 
 3,001～4,000元 22 12.8 83.7 
 4,001～5,000元 13 7.6 91.3 
 5,001～10,000元 15 8.7 100.0 
 合計 172 100.0  
欠損値 24   








表 4- 14 家族構成 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
夫婦＋子供＋家政婦  1 .5 .5 
 祖父母＋夫婦＋子供 34 17.7 18.2 
 夫婦＋子供 68 35.4 53.6 
 夫婦 31 16.1 69.8 
 単身赴任 5 2.6 72.4 
 独身 43 22.4 94.8 
 その他 10 5.2 100.0 
 合計 192 100.0  
欠損値 4   




有職者の通勤時間をみると、自宅から職場まで 15 分以内の回答者は全体の 45.5％を占め、
30 分以内を含めると 74.1％になる（表 4-15）。通勤方法では、徒歩が 33％で最も多く、続















表 4- 15 有職者の通勤時間 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
5分以内 15 13.4 13.4 
 15分以内 36 32.1 45.5 
 30分以内 32 28.6 74.1 
 45分以内 14 12.5 86.6 
 1時間以内 9 8.0 94.6 
 1時間以上 6 5.4 100.0 
 合計 112 100.0  
欠損値 84   
合計 196   
 
表 4- 16 有職者の通勤方法 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
徒歩 25 33.3 33.3 
 自転車 7 9.3 42.7 
 電動自転車・バイク 8 10.7 53.3 
 バス 20 26.7 80.0 
 自家用車 14 18.7 98.7 
 その他 1 1.3 100.0 
 合計 75 100.0  
欠損値 121   














表 4- 17 出勤・退勤時間 
出勤時間帯 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ  退勤時間帯 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
7時以前 6 5.9 16時以前 13 12.9 
 8時台 38 37.6 17時台 45 44.6 
 9時台 52 51.5 18時台 34 33.7 
 10時台以降 5 5.0 20時台 1 0.9 
 合計 101 100.0 21時台以降 8 7.9 
欠損値 95  合計 101 100.0 
合計 196  欠損値 95  
   合計 196  
 
 
 続いて、自宅から最寄りのスーパーマーケットまでの時間をみると、全体の 63％は 10






表 4- 18 自宅から最寄りのスーパーマーケットまでの時間 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
 10分以内 123 63.0 
 11-20分 46 23.6 
 21-30分 18 9.2 
 31-40分 3 1.5 
 50分以上 5 2.6 
 合計 195 100.0 
欠損値 1   
合計 196   
 
表 4- 19 最寄りのスーパーマーケットまでの行き方 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
徒歩 151 77.8 77.8 
 自転車 2 1.0 78.9 
 電動自転車・バイク 10 5.2 84.0 
 バス 21 10.8 94.8 
 自家用車 10 5.2 100.0 
 合計 194 100.0  
欠損値 2   











表 4- 20 職場の食堂の有無 
 度数 有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ 累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ 
ある 83 52.5 52.5 
 ない 75 47.5 100.0 
 合計 158 100.0  
欠損値 38   














表 4- 21 家庭用調理器具の普及 
                                     (単位：％) 
 
1980年代 1990年代 2000年代 2010年代
ガスコンロ 93 18.9 45.1 33.1 2.9 100
IHコンロ 73 0.7 18.2 71.5 9.5 100
冷蔵庫 93 19.1 38.8 39.3 2.8 100
伝統的炊飯器 85 11.9 60.0 26.3 1.9 100
多機能炊飯器 52 0 7.2 79.4 13.4 100
電子レンジ 73 2.2 19.4 75.5 2.9 100

















また、専業主婦は全体の 8.8％のみであり、少ないといえる（表 4-22）。 
 




 年齢別家族構成では、20 代は独身者が 39.3％を占め、既婚者は 47.5％となっている。30











労働者 公務員 専業主婦 退職者 その他
年齢 20代 18 6 23 6 2 5 1 0 61
29.5 9.8 37.7 9.8 3.3 8.2 1.6 0.0 100
30代 11 4 9 3 2 5 0 0 34
32.4 11.8 26.5 8.8 5.9 14.7 0.0 0.0 100
40代 2 4 1 2 5 3 0 0 17
11.8 23.5 5.9 11.8 29.4 17.6 0.0 0.0 100
50代 0 1 3 0 0 1 21 1 27
0.0 3.7 11.1 0.0 0.0 3.7 77.8 3.7 100
60代以上 0 0 0 0 0 1 31 0 32
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 96.9 0.0 100
合計 31 15 36 11 9 15 53 1 171





表 4- 23 年齢別家族構成 
 
 
 続いて、年齢別月あたりの収入構成では、20 代は 2,000～3,000 元が最も多く、30 代は
1,000 元～3,000 元の間が最も多い。40 代は 1,000～2,000 元が最も多い。30、40 代は 20
代と比べて 3,000 元以上の階層まで比較的満遍なく回答者が分布している。50、60 代は退
職者が多いため年金収入となるが、1,000 元以下から 3,000 元までの間に回答者が分布して
いる。 
 








 昼食の調理頻度（表 4-26）では、全体でみると「毎日作る」が 45.9％で、「作らない」





＋子供 夫婦＋子供 夫婦 単身赴任 独身 その他
年齢 20代 1 10 11 7 4 24 4 61
1.6 16.4 18.0 11.5 6.6 39.3 6.6 100
30代 0 9 14 3 1 5 2 34
0.0 26.5 41.2 8.8 2.9 14.7 5.9 100
40代 0 4 11 1 0 0 0 16
0.0 25.0 68.8 6.3 0.0 0.0 0.0 100
50代 0 2 16 7 0 0 1 26
0.0 7.7 61.5 26.9 0.0 0.0 3.8 100
60代以上 0 6 10 12 0 1 2 31
0.0 19.4 32.3 38.7 0.0 3.2 6.5 100
合計 1 31 62 30 5 30 9 168
















年齢 20代 4 10 29 8 4 4 59
6.8 16.9 49.2 13.6 6.8 6.8 100
30代 2 7 7 6 6 4 32
6.3 21.9 21.9 18.8 18.8 12.5 100
40代 1 5 3 2 3 3 17
5.9 29.4 17.6 11.8 17.6 17.6 100
50代 7 8 6 2 1 2 26
26.9 30.8 23.1 7.7 3.8 7.7 100
60代以上 4 14 8 4 0 1 31
12.9 45.2 25.8 12.9 0.0 3.2 100
合計 18 44 53 22 14 14 165







一方、50、50 代は退職者が中心で、「毎日作る」という回答が 90％近くを占める。 
 
表 4- 25 年齢別調理頻度（朝食） 
 
 
表 4- 26 年齢別調理頻度（昼食） 
 
 





毎日 週5～6回 週3～4回 週1～2回 月1～2回 作らない
年齢 20代 12 3 1 8 2 34 60
20.0 5.0 1.7 13.3 3.3 56.7 100
30代 17 0 5 4 0 8 34
50.0 0.0 14.7 11.8 0.0 23.5 100
40代 12 0 1 0 2 2 17
70.6 0.0 5.9 0.0 11.8 11.8 100
50代 25 0 0 1 0 1 27
92.6 0.0 0.0 3.7 0.0 3.7 100
60代以上 26 2 1 2 0 1 32
81.3 6.3 3.1 6.3 0.0 3.1 100
合計 92 5 8 15 4 46 170
54.1 2.9 4.7 8.8 2.4 27.1 100
朝食を作る頻度 合計
  
毎日 週5～6回 週3～4回 週1～2回 月1～2回 作らない
年齢 20代 12 5 9 6 4 24 60
20.0 8.3 15.0 10.0 6.7 40.0 100
30代 10 2 2 9 2 9 34
29.4 5.9 5.9 26.5 5.9 26.5 100
40代 4 0 1 4 0 8 17
23.5 0.0 5.9 23.5 0.0 47.1 100
50代 24 1 0 2 0 0 27
88.9 3.7 0.0 7.4 0.0 0.0 100
60代以上 28 2 0 0 2 0 32
87.5 6.3 0.0 0.0 6.3 0.0 100
合計 78 10 12 21 8 41 170
45.9 5.9 7.1 12.4 4.7 24.1 100
昼食を作る頻度 合計
  
毎日 週5～6回 週3～4回 週1～2回 月1～2回 作らない
年齢 20代 24 9 10 4 1 12 60
40.0 15.0 16.7 6.7 1.7 20.0 100
30代 17 5 2 4 2 3 33
51.5 15.2 6.1 12.1 6.1 9.1 100
40代 12 1 0 2 0 2 17
70.6 5.9 0.0 11.8 0.0 11.8 100
50代 24 1 2 0 0 0 27
88.9 3.7 7.4 0.0 0.0 0.0 100
60代以上 29 2 1 0 0 0 32
90.6 6.3 3.1 0.0 0.0 0.0 100
合計 106 18 15 10 3 17 169







 夕食の調理頻度（表 4-27）では、全体でみると「毎日作る」が 62.7％、作らないが 10.1％
で、3 食の中で最も内食頻度が高い。朝食、昼食同様に、若い世代ほど調理頻度が少なくな
る傾向にあることは変わらないものの、3 食の中では最も「毎日作る」という回答が多い。












 惣菜の利用頻度は、全体でみると「月 1～2 回」が 31.6％、「周 1～2 回」が 28.7％とな
っている（表 4-28）。特に「週 1～2 回」利用する年齢階層は、20、30、40 代が多く、なか
でも 30 代の 50％が最も消費頻度が高い。一方、「月 1～2 回」の頻度は、50、60 代が多く、
特に 60 代の 40.1％になっている。しかし、全体としてみると「使わない」が 20.5％あり、
年齢が上がるほど高くなるが、独身世帯が多い 20代でも 16.4％存在する。 
 





毎日 週5～6回 週3～4回 週1～2回 月1～2回 使わない
年齢 20代 4 3 9 16 19 10 61
6.6 4.9 14.8 26.2 31.1 16.4 100
30代 0 2 4 17 6 5 34
0.0 5.9 11.8 50.0 17.6 14.7 100
40代 1 1 0 6 7 2 17
5.9 5.9 0.0 35.3 41.2 11.8 100
50代 1 2 2 6 9 7 27
3.7 7.4 7.4 22.2 33.3 25.9 100
60代以上 0 2 2 4 13 11 32
0.0 6.3 6.3 12.5 40.6 34.4 100
合計 6 10 17 49 54 35 171






5～6 回」から「月 1～2回」まで満遍なく回答者が分布している（表 4-29）。利用者のなか
で、階層別に利用頻度をみると、50、60 代が「週 5～6 回」に 25％近くの回答者が集中し
ており、最も利用頻度が高い。続いて 40 代の「週 3～4 回」が 35.3％、30 代の「週 1～2
回」が 23.5％となり、20 代で最も多い利用頻度は「月 1～2 回」の 27.9％となっている。 
 
表 4- 29 年齢別加工食品消費頻度（インスタント食品） 
 
 




 冷凍食品の消費頻度は、全体でみると「週 1～2回」と「月 1～2 回」が、28.7％、「使わ
ない」が 22.8％である（表 4-30）。年齢別でみると、30～60代の 30～40％が「週 1～2 回」
の頻度に集中しているのに対し、20 代では、41％が「月 1～2 回」に回答が集まっている。 
 カット野菜の消費頻度は、全体でみると、「使わない」が 59.1％を占め、続いて「週 1～
2 回」が 19.3％、「月 1～2 回」が 10.5％となっている（表 4-31）。年齢別にみると、20～
40 代では「週 1～2 回」利用するに約 30％の回答が集まり、60 代で「月 1～2 回」に 25％
の回答が集まっている。50 代では「使わない」が 85.2％を占め最も利用頻度が低い。 
  
毎日 週5～6回 週3～4回 週1～2回 月1～2回 使わない
年齢 20代 3 9 8 10 17 14 61
4.9 14.8 13.1 16.4 27.9 23.0 100
30代 2 4 4 8 6 10 34
5.9 11.8 11.8 23.5 17.6 29.4 100
40代 1 1 6 1 2 6 17
5.9 5.9 35.3 5.9 11.8 35.3 100
50代 3 7 3 1 4 9 27
11.1 25.9 11.1 3.7 14.8 33.3 100
60代以上 2 8 4 3 3 12 32
6.3 25.0 12.5 9.4 9.4 37.5 100
合計 11 29 25 23 32 51 171
6.4 17.0 14.6 13.5 18.7 29.8 100
インスタント食品 合計
  
毎日 週5～6回 週3～4回 週1～2回 月1～2回 使わない
年齢 20代 3 3 8 9 25 13 61
4.9 4.9 13.1 14.8 41.0 21.3 100
30代 0 4 6 14 5 5 34
0.0 11.8 17.6 41.2 14.7 14.7 100
40代 2 0 0 6 5 4 17
11.8 0.0 0.0 35.3 29.4 23.5 100
50代 2 0 2 8 6 9 27
7.4 0.0 7.4 29.6 22.2 33.3 100
60代以上 1 3 0 12 8 8 32
3.1 9.4 0.0 37.5 25.0 25.0 100
合計 8 10 16 49 49 39 171




























                                 




毎日 週5～6回 週3～4回 週1～2回 月1～2回 使わない
年齢 20代 4 2 3 17 3 32 61
6.6 3.3 4.9 27.9 4.9 52.5 100
30代 2 1 1 10 3 17 34
5.9 2.9 2.9 29.4 8.8 50.0 100
40代 1 0 0 4 1 11 17
5.9 0.0 0.0 23.5 5.9 64.7 100
50代 0 0 1 0 3 23 27
0.0 0.0 3.7 0.0 11.1 85.2 100
60代以上 2 1 1 2 8 18 32
6.3 3.1 3.1 6.3 25.0 56.3 100
合計 9 4 6 33 18 101 171













 図 4- 7 調理頻度のクラスター分析 
 
図 4-7 はクラスター分析の結果をグラフに表したものである。クラスター1 は、三食とも
毎日家庭内で調理をする階層であり、これを「内食型」とする。クラスター2 は、朝食は毎
日、夕食は週 5～6 回家庭内で調理し、昼食の調理頻度のみ月 1～2 回と低くなるため「昼
外食型」とする。クラスター3 は、夕食の調理頻度のみ週 5～6 回と高いが、朝食、昼食の
調理頻度は月 1～2 回と少なくなっているため「朝昼外食型」とする。クラスター4 は、朝
食の調理頻度は月 1～2 回、昼食、夕食は作らないという層で、これを「外食型」とした。 
続いて、内食型、昼外食型、朝昼外食型、外食型の 4 つのクラスターをもとに、各クラ
スターの属性を考察していく。各アンケート項目と各クラスターをクロス分析し、まとめ
たものが表 4-32 である。  
まず、有職女性の回答者全体の属性をみると、家族構成では、祖父母+夫婦+子供の三世
代家族が 15%、夫婦+子供の二世代家族が 36%、夫婦のみの一世代家族が 11%、独身が 23%と






















性が 23%である。年齢は、20 代が 52%、30 代が 26%、40 代が 18%、50 代が 3%である。月収
は、1,000～4,000 元が中心である。 
 










(2) 年齢  
 
クラスター別の特徴は、内食型が 20 代、30 代中心で、50 代の回答者も含まれる。昼外
食型 20～40 代中心、朝昼外食型が主に 20 代中心で 40 代も含む。外食型は主に 20 代中心





クラスター別の特徴は、内食型には 1,000 元以下から 3,000 元の層で、所得階層の低い
回答者が含まれる。昼外食型が 1,000～3,000 元、朝昼外食型が 1,000～4,000 元で中間所
1 2 3 4






年齢 20～30、50代 20～40代 20、40代 20～30代
収入 1,000元以下～3,000元 1,001～3,000元 1,001～4,000元 2,000～10,000元























45 分以内が 92%を占め、特に全体の 63%の通勤時間は 15 分以内である。 
 クラスター別の特徴は、内食型が 5～30 分圏内、昼外食型が 5～45 分圏内、朝昼外食型
が 15～60 分圏内、外食型が 5～30 分圏内である。 
出勤時間、退社時間は、出勤時間が早朝や、退社時間が夕方以降の夜であれば、必然的
に家庭内で調理をする時間が限られ、炊事労働を省力化せざるを得なくなる。分析結果を








かかる時間は 10 分以内が多数を占め、交通方法は徒歩が最も多かった。 


















図 4- 8 クラスター別加工食品の消費頻度点数 
 
 昼外食型は子供のいる家庭と独身者が中心の階層である。他のクラスターと比べて各食



























カット野菜 冷凍食品 インスタント食品 惣菜
注：グラフ中の数字は消費頻度を示す  
















































表 4- 33 加工食品の商品特性と消費傾向 
商品 下処理済み食品 冷凍食品（調理品） インスタント食品 惣菜 













































                                 























図 4- 9 中国で販売されている冷凍食品の調理法 
  















































第 5 章 外資系食品産業の中国市場進出と食の多様化 
 
























 中国の飲食業は 18年連続で 2 桁台の成長を続け、2008 年の小売額は前年比 24.7%増の 1







図 5- 1 限額以上チェーン店の売上額の推移 
表 5- 1 外資系飲食店の中国大陸 1号店の出店時期と最近の店舗数（2008 年時点） 
 
 
さらに、表 5-1 にみられるように、1987 年以降、外資系外食産業が中国に進出している。
これにより、中国の食生活の中に外国料理が徐々に浸透を始めたといえる。特に、ケンタ
ッキー・フライドチキンは約 2,600 店舗、マクドナルドは約 1,065 店舗と店舗数を増加さ
せている。 
 表 5-2 は中国におけるマクドナルドの経営展開をまとめたものである。朝マック（朝食
用セットメニュー）が 2004年から開始されている。これまでの中国における朝食は、伝統
                                 
128 『人民網日本語版』2009 年 6 月 19 日による。 


















年 店名 店舗数 大陸1号店
1987 ケンタッキー・フライドチキン 2,600 北京
1990 マクドナルド 1,065 深セン
ピザハット 約200 北京
1992 吉野家 88 北京
1994 Dicos（徳克士） 869 成都
1995 味千ラーメン（日本式ラーメン） 300 北京




2005 和民 2 深セン
サンパチ（日本式ラーメン） 3 瀋陽
2008 築地銀だこ（たこ焼き） 1 上海
注：直営店およびフランチャイズ・チェーン店の合計売上  
資料：『中国統計年鑑』（各年版）より 



























                                 









































 本アンケート母集団の男女比は、男性 30.5％、女性 69.5％である（表 5-3）。年齢構成は、
16～19 歳の 10 代が 18.2％、20～28 歳の 20 代が 81.8％であり（表 5-4）、本調査では、20
代女性の回答が多い。回答者の出身地は、華北地区 23 人、東北地区 11人、華東地区 26人、





表 5- 3 大学生アンケートの男女比 
 
 
表 5- 4 大学生アンケートの年齢構成 
 
 








                                 
133 永和豆浆は中国で最初に展開された中国式ファストフード店である。中心的商品は豆乳
と油条という中国の揚げパンのようなものであるが、その他にもラーメンや一般的な中華










出身地 度数 出身地 度数 出身地 度数 出身地 度数
華北地区 華東地区 華南地区 西北地区
北京市 6 上海市 1 福建省 8 山西省 6
天津市 2 山東省 15 広東省 1 陝西省 1
河北省 4 江蘇省 3 広西チワン 1 新疆ウイグ 4
江西省 11 安徽省 6 族自治区 ル自治区
浙江省 1
東北地区 西南地区
黒竜江省 3 華西地区 重慶市 3 欠損値 2
吉林省 3 河南省 4 四川省 15 合計 120
遼寧省 5 湖南省 6 雲南省 1

































                                 
134 株式会社マシュー公開調査データ「ファーストフードに関するアンケート」より。調査
対象者は、日本全国在住の 20～49 歳男女で月一回以上のファーストフード利用経験者。調















図 5- 2 大学生の学食に対するイメージ 
 
図 5- 3 大学生のマクドナルドに対するイメージ 










全く思わない あまり思わない 少し思う 思う
















図 5- 4 大学生の永和豆浆に対するイメージ 
 
表 5- 6 食堂・マクドナルド・永和豆浆に対する意見（自由記述欄より） 
 
 
第 3 節 外資系スーパーマーケットの外国食販売戦略～日系スーパーを中心に 
 
 市場経済化への移行にともなって中国は政策的に流通の近代化を進めるために、92 年に
北京、上海、天津、広州、大連、青島の 6 都市および深圳、珠海、汕頭、厦門、海南の 5
つの経済特別地区に、外資系小売企業の市場参入が中国国内企業との共同出資の形で許可







































































                                 
135 島永（2010）、p.143 
136 呉（2002）、pp43-57 
































































                                 
138 日系 I 社聞き取り調査より（2011 年 2 月） 





山東省は、人口 9,367 万人、地区総生産額は 25,965.91 億元、一方重慶市は人口 2,816
万人、地区総生産額は 4,122.51 億元である140。両都市は行政レベル、経済規模ともに異な
るが、表 3 の通り消費水準および食費、外食費は同水準にある。また、両地域の外食産業






















                                 
140 中華人民共和国国家統計局『中国統計年鑑』中国統計出版社、2008 による。 




消費水準 12,633 10,698 25,919
食費 3,181 3,674 6,125


















 2007 年に山東省（済南市・青島市）で、2008 年に重慶市で、機縁法によって抽出した小
学校の 3 年生親子を対象にアンケート調査を行った。小学 3 年生を選んだ理由は、基本的
嗜好が確立される学童期であり、かつアンケートへの回答が可能な年齢のためである。山























山東省では三人家族が 70％、祖父母同居が 22％、重慶市では三人家族が 50％、祖父母同居
が 37％であった（表 5-8）。両親の職業の有無をみると、山東省では父親 93％、母親 83％、
重慶市では父親 97％、母親 86％が職を持っており、両都市とも共働き夫婦が大半を占めて
いる（表 5-9）。親の月収は、山東省では 3,000～3,999 元が 33％で最も多く、続いて 2,000
～2,999 元が 22%であった。重慶市では 1,000～1,999 元が 60%で最も多く、続いて 2,000～
2,999 元が 30%であった（表 5-10）。山東省の一人当たり可処分所得は 17,811 元で、月あた
りでは 1,484 元、重慶市の一人当たり可処分所得は 17,191 元、月あたりでは 1,433 元であ
る（2009 年値、序章表 2 参照）。両地域とも平均から平均より少し上の所得階層である。 
表 5- 8 性別と家族構成（親と児童） 
 表 5- 9 家族構成       
 
 
表 5- 10 親の仕事の有無  
 
 




親 男性 33 41
女性 67 59































































ご飯 21 20 29 25 4 2
粥 32 18 30 16 3 1
饅頭 24 17 24 25 7 2
めん類 4 6 17 50 19 4
煎餅 2 2 3 9 30 55
パン 6 8 21 32 21 12
ご飯 89 6 2 2 0 2
粥 2 5 10 35 20 27
饅頭 6 7 21 27 23 15
めん類 4 6 26 38 16 9
煎餅 0 1 2 7 23 67







ご飯 粥 饅頭 めん類 煎餅 パン
山東 69 45 26 59 20 65
重慶 56 46 19 63 23 59
資料：筆者アンケート調査（山東・重慶）より 



















 乳製品の親の摂取頻度は、表 5-15 から両地域ともに牛乳とヨーグルトが中心である。チ
ーズはほとんど食されていない。児童の嗜好は、表 5-16 をみると親の摂取頻度と同様の結
果が現れている。 
表 5- 16 親の乳製品別摂取頻度 













豚肉 35 20 27 14 3 2
鶏肉 2 4 20 41 25 8
牛肉 1 4 12 31 40 13
羊肉 1 2 6 18 43 30
卵 49 24 19 5 1 1
河魚 1 4 9 26 24 37
海魚 2 6 22 45 18 7
豚肉 33 19 27 16 4 2
鶏肉 2 4 8 37 41 9
牛肉 0 1 6 19 41 33
羊肉 0 0 2 3 18 77
卵 23 9 23 26 12 6
河魚 0 2 6 37 24 31






市 豚肉 鶏肉 牛肉 羊肉 卵 河魚 海魚
山東 14 41 30 20 26 7 16










牛乳 山東 47 17 12 15 4 5
　　　　　　 重慶 33 7 18 17 11 13
チーズ　　 山東 1 1 8 10 13 66
　　　　　　 重慶 2 2 8 8 11 71
ヨーグルト 山東 24 16 18 20 11 11
　　　　　　 重慶 8 6 15 18 17 35
牛乳 チーズ ヨーグルト
山東 46 26 40
重慶 47 15 39
資料：筆者アンケート調査(山東・重慶)より 
表 5- 15 児童の好きな動物性タンパク源 
(％) 
資料：筆者アンケート調査(山東・重慶)より（複数回答） 
資料：筆者アンケート調査(山東・重慶)より   
表 5- 17 児童の好きな乳製品 












 親の加工食品消費頻度は、冷凍食品では、山東省が週 1～2 回に 25％、月 1～2 日回が 27％























毎日 週5～ 週3～ 週1～ 月1～ 月1回
冷凍食品 山東 2 3 13 25 27 29
重慶 1 2 6 17 24 50
インスタント 山東 1 2 5 28 28 36








表 5- 19 児童の好きな加工食品    















図 5- 6 親のよく行く外食店            
 
 (6) 親と児童の食事行動 
 
 最後に、親と児童の食事行動についてみてみる。第 2 章において、中国の食文化に養生
思想という中国古くから受け継がれた健康志向があることをまとめた。本調査では、表 2-1
にある中国古典に記された養生の教えをもとに質問項目を設定し、以下の回答を得た。 
















































図 5- 8 児童の食事行動 
 








































































いいえ どちらかといえばいいえ どちらでもない どちらかといえばはい はい











































表 5- 20 親が童と食事をする頻度（重慶市） 
 
 













週1～2回 31 45 6
週3～4回 11 21 12
週5～6回 14 10 26
毎日 44 25 56
毎日 週5-6回 週3-4回 週1-2回 月1-3回 月1回以下 合計
53.0 9.1 4.5 12.9 16.7 3.8 100
資料：筆者アンケート調査(重慶)より 
資料：筆者アンケート調査(重慶)より 









































































































































化していないが内面的に変化しつつある部分の 3 つに分けられる。変化した部分は 2 点あ

























































2.您的年龄 A.20～29 Ｂ30～39 C40～49　 Ｄ50～59 Ｄ60及以上　
3.您的教育水平 A.小学及以下  B.初中   C.高中/中专   D.大专/职大   E大学    F.研究生
4.您的工作 A.个体业者  B.国企劳动者  C.民企劳动者  D.外资企业劳动者  E.机关单位
 F.家庭主妇  G.学生   H.退休   G.其他（               ）






E.1个小时以内　　F.1个小时以上   补充：交通方式（                    ）
8.您的上下班时间 上班时间（     :      ） 下班时间（      :       ）
9.您现在雇佣保姆吗？ A.雇佣住在雇主家的保姆　B.雇佣钟点工的保姆   C.没有雇佣
10.您家里有无老人或其他需要特别
    照顾的人？ A.有    B.无
11.从您家到您经常去的超市要多少时间？ （        分钟）补充：超市名（           ），交通方式（                )
12.从您家到这个超市（调查地点）要
    多少时间？ （        分钟）  补充：交通方式（                   )
13.您到以下哪个地方购买食品的频率高？ A.超市 B.菜市场
14.您家有厨房吗？ A.有 B.无
15.您工作单位有无食堂？ A.有    B.无




A.露天摊位    B.中式快餐     C.小吃     D.中式餐馆
E.外国餐厅（日，韩，意，美，法，其他         )













六，与 10 年前相比，您觉得以下方面有怎样的变化？ 
 
谢谢您的合作！  
冰箱(有冷冻室) A.有（时间：           ）  B.无
传统电饭煲 A.有（时间：           ）  B.无
多功能电饭煲 A.有（时间：           ）  B.无
微波炉 A.有（时间：           ）  B.无
豆浆机 A.有（时间：           ）  B.无
炉灶（煤气或者天然气） A.有（时间：           ）  B.无
电磁炉 A.有（时间：           ）  B.无
1.您一周做几次早饭 A.每天 B.1周5～6次 C.1周3～4次 D.1周1～2次 E.1个月1～2次 F.无
2.您一周做几次午饭 A.每天 B.1周5～6次 C.1周3～4次 D.1周1～2次 E.1个月1～2次 F.无
3.您一周做几次晚饭 A.每天 B.1周5～6次 C.1周3～4次 D.1周1～2次 E.1个月1～2次 F.无
1.早饭 A.15分钟以内 B.30分钟以内 C.45分钟以内 D.1个小时以内 E.1个小时以上
2.午饭 A.15分钟以内 B.30分钟以内 C.45分钟以内 D.1个小时以内 E.1个小时以上
3.晚饭 A.15分钟以内 B.30分钟以内 C.45分钟以内 D.1个小时以内 E.1个小时以上
1.您一周吃几次市场购买熟食？
    （比如：卤肉，凉菜，熟菜等）
2.您一周吃几次速冻食品？




   (说明：净菜指洗净切好的蔬菜）
E.1个月1～2次 F.无A.每天 B.1周5～6次 C.1周3～4次 D.1周1～2次




























2.年齢 A.20～29 Ｂ30～39 C40～49　 Ｄ50～59 Ｄ60及以上　
3.教育水準 A.小学及び以下  B.中学校   C.高校/中専   D.大専/職大   E大学    F.大学院
4.仕事 A.自営業者  B.国有企業労働者  C.民営企業労働者　 D.外資系企業労働者  E.公務員
 F.専業主婦  G.学生   H.退職者   G.その他（               ）






E.1時間以内　　F.1時間以上  補足：交通手段（                    ）
8.出勤・退勤時間 出勤（     :      ） 退勤（      :       ）
9.あなたは家政婦を雇っていますか？ A.家政婦を雇って一緒に暮らしている　B.家政婦をパートで雇っている   C.雇っていない
10.家庭内に介護や看病を必要とする人はいます
か？ A.いる    B.いない
11.自宅から最寄りのスーパーまでにかかる時間 （        分）補足：スーパーの名前（           ），交通手段（                )
12.自宅から調査地までにかかる時間
    多少时间？ （        分）  補足：交通方法（                   )
13.あなたが食品を購入する際によく行く小売店は？ A.スーパー B.自由市場
14.自宅に台所がありますか？ A.有 B.なし
15.あなたの職場に食堂はありますか？ A.有    Bなし
16.あたなは現在持病を持っていますか？ A.高血压　B.糖尿病　　C. 肥満    D.なし  E.その他（                       ）
17.あなたが外食をする際によく利用する飲食店に
チェックをいれてください。（複数回答可）
A.露天    B.中国式ファストフード     C.小吃     D.中国式レストラン
E.外国レストラン（日本，韓国，イタリア，アメリカ，フランス，その他      )
F.外国ファストフード（日本，韓国，イタリア，アメリカ，フランス，その他         ）
















冷蔵庫(冷凍室あり) A.有（時間：           ）  B.なし
伝統炊飯器 A.有（時間：           ）  B.なし
多機能炊飯器 A.有（時間：           ）  B.なし
電子レンジ A.有（時間：           ）  B.なし
豆乳機 A.有（時間：           ）  B.なし
ガスコンロ A.有（時間：           ）  B.なし
IHコンロ A.有（時間：           ）  B.なし
1.朝食を作る頻度 A.毎日 B.週5～6回 C.週3～4回 D.週1～2回 E月1～2回 F.作らない
2.昼食を作る頻度 A.毎日 B.週5～6回 C.週3～4回 D.週1～2回 E月1～2回 F.作らない
3.夕食を作る頻度 A.毎日 B.週5～6回 C.週3～4回 D.週1～2回 E月1～2回 F.作らない
1.朝食 A.15分以内 B.30分以内 C.45分以内 D.1時間以内 E.1時間以上
2.昼食 A.15分以内 B.30分以内 C.45分以内 D.1時間以内 E.1時間以上
3.夕飯 A.15分以内 B.30分以内 C.45分以内 D.1時間以内 E.1時間以上
1.惣菜を食べる頻度
    （比如：卤肉，凉菜，熟菜等）
2.冷凍食品を食べる頻度




   (説明：きれいに洗って切った野菜）
A.每天 B.1周5～6次 C.1周3～4次 D.1周1～2次 E.1个月1～2次 F.无
A.每天 B.1周5～6次 C.1周3～4次 D.1周1～2次 E.1个月1～2次 F.无
A.每天 B.1周5～6次 C.1周3～4次 D.1周1～2次 E.1个月1～2次 F.无

































１， 关于您自己的提问    
1-1 年龄           岁  
1-2 出生地        省      市        県               镇（乡）         
1-3 性别    ①男性   ②女性   
 
２， 您对学校食堂的印象   
 
2-１ 关于您去食堂的频度，请在合适的答案上划○。 
①完全不去    ②偶尔去     ③经常去    ④天天去 
 
2-2 在您认为合适的框写画○。 
 完全不觉得 不太觉得 有点儿觉得 觉得 
①高级     
②味道好     
③便宜     
④酷     
⑤干净     
⑥安全     
⑦时尚     
⑧浪漫     












              
                             联络处地址 
   広島大学大学院 生物圏科学研究科 
食料市場学研究室 
天野 通子 
日本国広島県東広島市鏡山 1 丁目 4-4 
127 
 
３， 您对麦当劳的印象    
3-１ 关于您去麦当劳的频度，请在合适的答案上划○ 
①完全不去    ②偶尔去     ③经常去    ④天天去 
3-2 在您认为合适的框写画○。 
 完全不觉得 不太觉得 有点儿觉得 觉得 
①高级     
②味道好     
③便宜     
④酷     
⑤干净     
⑥安全     
⑦时尚     
⑧浪漫     





４，您对永和豆浆的印象   
 
4-１ 关于您去永和豆浆的频度，请在合适的答案上划○ 
①完全不去    ②偶尔去     ③经常去    ④天天去 
4-2 在您认为合适的框写画○。 
 完全不觉得 不太觉得 有点儿觉得 觉得 
①高级     
②味道好     
③便宜     
④酷     
⑤干净     
⑥安全     
⑦时尚     
⑧浪漫     
⑨便利     





























１， あなた自身についてお伺いします。    
1-1 年龄           歳  
1-2 出身地        省      市        県               鎮（郷）         
1-3 性别    ①男性   ②女性   
 
２， あなたの学食に対する印象についてお伺いします。   
 
2-１ あなたが学食に行く頻度について当てはまる数字に○をつけてください。 
①全く行かない    ②たまに行く     ③よく行く    ④毎日行く 
 
2-2 以下の各項目について、あなたの考えに近い欄に○をつけてください。 
 全く思わない 余り思わない 少し思う 思う 
①高级     
②おいしい     
③安い     
④かっこいい     
⑤清潔     
⑥安全     
⑦流行     
⑧ロマンチック     













              
                             連絡先 
   広島大学大学院 生物圏科学研究科 
食料市場学研究室 
天野 通子 
日本国広島県東広島市鏡山 1 丁目 4-4 
129 
 
２， あなたのマクドナルドに対する印象についてお伺いします。   
 
2-１ あなたがマクドナルドに行く頻度について当てはまる数字に○をつけてください。 
①全く行かない    ②たまに行く     ③よく行く    ④毎日行く 
 
2-2 以下の各項目について、あなたの考えに近い欄に○をつけてください。 
 全く思わない 余り思わない 少し思う 思う 
①高级     
②おいしい     
③安い     
④かっこいい     
⑤清潔     
⑥安全     
⑦流行     
⑧ロマンチック     





２， あなたの永和豆浆に対する印象についてお伺いします。   
 
2-１ あなたが永和豆浆に行く頻度について当てはまる数字に○をつけてください。 
①全く行かない    ②たまに行く     ③よく行く    ④毎日行く 
2-2 以下の各項目について、あなたの考えに近い欄に○をつけてください。 
 全く思わない 余り思わない 少し思う 思う 
①高级     
②おいしい     
③安い     
④かっこいい     
⑤清潔     
⑥安全     
⑦流行     
⑧ロマンチック     










附録資料Ⅴ 山東省保護者用食生活アンケート調査表（中国語）                                    

















问题 1  关于您自己的提问。在合适的答案上请划○。                                              
问题 1-1  请回答您的性别。                                1，男性        2，女性      
问题 1-2  请回答您的年龄。                                                岁  
问题 1-3  以下的工作您做哪个一种？ 









 问题 1-4  请回答您的家庭结构。 
   1，三口之家    2，和父母同居    3，其他（                    ） 
 
问题 1-5  平常一天和您孩子一起度过的时间？ 
  1，1 少时以下    2，1～3 少时   3，3～5 少时   4，5 少时以上   
 
问题 1-6  你和公公，婆婆或岳父，岳母一起一个月吃几次饭？ 









              
                   联络处地址 
   広島大学大学院生物圏科学研究科食料市場学研究室 
天野 通子 






 3,您家里一个月的伙食费吗？                 元 





问题 2  关于您平时的饮食生活提问。                                                     
  
问题 2-1  关于您吃饭的时候的行动提问。对下面表中的情况，您的行动最接近的答案请划○。 
 
 不是 不总是 不一定 总是 是 
1，吃饭吃到饱了为止才不吃吗？      
2，只有饿了的时候想吃零食吗？      
3，饭菜凉了也没关系的吃吗？      
4，天热的时候，您吃凉的食物比吃热的食物多吗？      
5，冬天的时候好好吃早饭的时候比其他的季节多吗？      
6，夏季您会比其他季节更注意晚饭不吃多吗？      
7，您吃肉比主食多吗？      
8，您在家里做调味料吗？      
9，您在家里腌制食物吗？      
10，您关心什么样的食物组合到一起对身体有害吗？      
11，您关心什么样的食物组合到一起对身体有好处吗？      
12，夏天的时候您吃水果和蔬菜多吗？      
13，夏天的时候您吃油腻的食物多吗？      
14，夏天的时候多喝水吗？      
15，冬天的时候多吃油炸的食物吗？      
16，冬天的时候吃凉的食物多吗？      
17，为了身体健康，您会注重食品的管养搭配吗？      
18，饭后做轻度运动吗？      
 
 
 问题 2-2  把下面表格中的蔬菜，您在哪个季节经常吃？在合适的答案上请划○。 
 
 白菜 青椒 西红柿 葱 土豆 薯 蘑菇 
春        
夏        
秋        
冬        
 
 
 问题 2-3  您的身体在下面表格的状态的时候，您会怎么做？在合适的答案上请划○。 
 吃药 吃中药 去医院 休息 吃何时身体
状态的食物 
什么也不做 其他 
（      ） 
发烧        
咳嗽        
头痛        
鼻水        






 问题 2-4  您一个月去外面吃几次饭？请在早饭，午饭，晚饭合适的答案上请划○。 
 
 每天 一星期 5～6 次 一星期 3～4 次 一星期 1～2 次 一月 1～2 次 一个月 1 次以
下 
早饭       
午饭       























一月 1～2 次 一月 1 次以下 
米饭       
粥       
馒头       
面条       
煎饼       
面包       
猪肉       
鸡肉       
牛肉       
羊肉       
蛋       
河鱼       
海鱼       
牛奶       
奶酪       
酸奶       
冷冻食品       
方便食品       
 
1，露天摊位  2，中国菜  3，韩国菜  4，日本菜  5，意大利菜  6，法国菜  7，西式快餐 







 问题 2-7  下面的食物您平常去哪里购买？在合适的答案上请划○。 
 
 百货商店 超市 菜市场 便利店 其他 
（    ） 
蔬菜      
水果      
猪肉      
牛肉      
羊肉      
鸡肉      
河鱼      
海鱼      
蛋      
大米      
豆类      
牛奶      
奶酪      
























1，鲜度   2，价格   3，产地   4，安全性   5，美观   6，味道   7，品牌  






















設問 1  あなた自身についてお伺いします。 当てはまる数字に○をつけてください。                                     
 設問 1-1  あなたの性別をお答えください。                                1，男性        2，女性      
 設問 1-2  あなたの年齢をお答えください。                                               歳  
 設問 1-3  あなたの職業をお答えください。 











設問 1-4  あなたの家族構成をお答えください。 
   1，三人家族    2，祖父母同居    3，その他（                    ） 
設問 1-5  あなたが平日、一日にお子様と過ごす時間をお答えください。 
  1，1 時間以下    2，1～3 時間   3，3～5 時間   4，5時間以上   
設問 1-6 あなたはどのくらいの頻度で自分、または配偶者の父親、または母親と一緒に食事をしますか。 










              
          連絡先 
   広島大学大学院 生物圏科学研究科食料市場学研究室 
天野 通子 







 3,あなたの家庭における一ヶ月の生活費をお答えください。                 元 




設問 2  あなたの普段の食生活についてお伺いします。                                                    
  
 
















1，食事は腹八分目までしか食べない。      
2，お腹がすいているときだけ間食する。      
3，冷めた料理でも関係なく食べる。      
4，暑い日は暖かいものより冷たいものを食べる。      
5，冬は他の季節に比べて朝ごはんをしっかり食べる。      
6，夏は他の季節より夕食の食べすぎに注意する。      
7，主食よりたくさんの肉を食べる。      
8，家庭内で調味料を作る。      
9，家庭内で漬物などを作る。      
10，食品同士の組み合わせによる体への有害作用に関心がある。      
11，食品同士の組み合わせによる体への有効作用に関心がある。      
12，夏は果物や野菜をたくさん食べる。      
13，夏は脂っこいものをたくさん食べる。      
14，夏はたくさん水を飲む。      
15，冬は、揚げ物をたくさん食べる。      
16，冬は冷たいものをたくさん食べる。      
17，健康のために栄養のバランスに注意している。      




設問 2-2  あなたが以下の野菜を食べる季節に○を付けてください。 
 
 白菜 ピーマン トマト ねぎ ジャガイモ イモ きのこ類 
春        
夏        
秋        
























(    ) 
発熱        
せき        
頭痛        
鼻水        





設問 2-4  あなたが外食をする頻度をお答えください。朝食、昼食、夕食ごとにあてはまる項目に○を付けて
ください。 
 
 毎日 週 5～6回 週 3～4回 週 1～2回 月 1～2回 月 1回以下 
朝食       
昼食       


















1，屋台の料理  2，中国料理  3，韩国料理  4，日本料理  5，イタリア料理  6，フランス料理   
7，西洋式ファーストフード 8，中国式ファーストフード  9，焼肉  10，すし   11，その他（            ） 
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設問 2-6  あなたは以下の食品をどのくらいの頻度で食べていますか。当てはまる項目に○をつけてください。 
 毎日 
 
週 5～6回 週 3～4回 週 1～2回 月 1～2回 月 1回以下 
ご飯       
粥       
饅頭       
めん類       
煎餅       
パン       
豚肉       
鶏肉       
牛肉       
羊肉       
卵       
川魚       
海魚       
牛乳       
チーズ       
ヨーグルト       
冷凍食品       
インスタント食品       
 
設問 2-7  あなたは、以下の生鮮食料品をどこで購入していますか。あてはまる空欄に○を付けてください。 
 




(   ) 
野菜      
果物      
豚肉      
牛肉      
羊肉      
鶏肉      
川魚      
海魚      
卵      
米      
豆類      
牛乳      
チーズ      
ヨーグルト      






1，鮮度   2，価格   3，産地   4，安全性   5，見た目   6，味   7，ブランド  8，旬であること  



















问题 1  关于你自己的提问。在合适的答案上请划○。                                                   
  
 问题 1-1 请回答你的性别。                                            1，男性        2，女性      
 问题 1-2 请回答你的年龄。                                       岁 
 问题 1-3 你的爸爸工作吗？                                          1，工作        2，不工作    
 问题 1-4 你的妈妈工作吗？                                          1，工作        2，不工作    
 问题 1-5 请填写你家庭成员构造。（比方：爷爷，奶奶，爸爸，妈妈，我） 




 问题 1-6 平日一天和爸爸或妈妈一起度过多长时间？ 
 1，1 少时以下            2，1～3 少时          3，3～5 少时            4，5少时以上      
 
















              联络处地址 
   広島大学大学院生物圏科学研究科食料市場学研究室 
天野 通子 
日本国広島県東広島市鏡山 1 丁目 4-4 
 
1，每天   2，一个星期 2～3 次   3，一个星期 1 次   4，一个月 2～3 次   5，一个月 1 次   
 6，另外（     ） 
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问题 2  关于你平时的饮食生活的提问。                                                              
问题 2-1 对下面表格中的情况，你平时怎么做？在合适的答案上请划○。 
 
 不是 不总是 不一定 总是 是 
1，你吃饭到饱了为止才不吃吗？      
2，天热的时候，你吃凉的食物比吃热的食物多吗？      
3，你吃变凉的料理吗？      
4，只有俄勒的时候，想吃零食吗？      
5，你总吃油腻的食物吗？      
6，饭后，你做轻度运动吗？      
 
问题 2-2 把下面表格中的蔬菜，你平常那个季节吃？在合适的答案上请划○。 
 
 白菜 青椒 西红柿 葱 土豆 薯 蘑菇 
春        
夏        
秋        
冬        
 
问题 2-3 你喜欢的主食是什么？请必须选择 3个合适的答案，并在上面划○。 
1，米饭    2，粥   3，馒头   4，面条   5，煎饼   6，面包   7，另外（           ） 
 






















1，猪肉  2，鸡肉  3，牛肉  4，羊肉  5，蛋  6，河鱼  7，海鱼  8，牛奶  9，奶酪  10，酸奶   
11，冷冻食品  12，方便食品 
1，露天摊位  2，中国菜  3，韩国菜  4，日本菜  5，意大利菜  6，法国菜  7，西式快餐 
8，中式快餐  9，韩国烤肉  10，寿司   11，另外（            ） 
1，露天摊位  2，中国菜  3，韩国菜  4，日本菜  5，意大利菜  6，法国菜  7，西式快餐 






















質問 1  あなた自身について質問します。当てはまる数字に○をつけてください。                                                   
  
質問 1-1 あなたの性別をお答えください。                              1，男性        2，女性    
質問 1-2 あなたの年をお答えください。                                                     才 
 
質問 1-3 あなたのお父さんは働いていますか。                         1，はい        2，いいえ    
 
質問 1-4 あなたのお母さんは働いていますか。                          1，はい        2，いいえ    
 
質問 1-5 あなたの家の家族構成を下の空欄に書いてください。 
（例：おじいちゃん，おばあちゃん，お父さん，お母さん，私） 
       
 
 
質問 1-6 あなたは平日、一日にどのくらいお父さんまたはお母さんと一緒に過ごしますか。 
 1，1時間以下            2，1～3時間          3，3～5時間            4，5時間以上      
 
質問 1-7 あなたは、おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に食事をしたことがありますか。 
1，ある         2，ない      
☆「はい」と答えた方に質問します。 
 あなたは、おじいちゃんまたはおばあちゃんとどのくらい一緒に食事をしますか。 








          連絡先 
   広島大学大学院生物圏科学研究科食料市場学研究室 
天野 通子 
















1，食事はおなかいっぱいになるまで食べない。      
2，暑い日は暖かいものより冷たいものを食べる。      
3，冷めた料理でも食べる。      
4，お腹がすいているときだけおかしを食べる。      
5，あぶらっこいものをよく食べる。      
6，ご飯のあと、軽く運動をする。      
 
質問 2-2 あなたは、下の表にある野菜をどの季節に食べますか。当てはまる場所に○をつけてください。 
 白菜 ピーマン トマト 葱 ジャガイ
モ 
イモ きのこ類 
春        
夏        
秋        
冬        
質問 2-3 あなたの好きな主食は何ですか。当てはまる数字に 3つ○をつけてください。 
1，ごはん    2，お粥   3，饅頭   4，めん類   5，煎餅   6，パン   7，その他（           ） 





















1，豚肉  2,鳥肉  3，牛肉  4，羊肉  5，たまご  6，川魚  7，海魚   
8，牛乳 9，チーズ  10，ヨーグルト 11，冷凍食品の食べ物  12，インスタント食品 
1，屋台の料理  2，中国料理  3，韩国料理  4，日本料理  5，イタリア料理  6，フランス料理   
7，西洋式ファーストフード 8，中国式ファーストフード  9，焼肉  10，すし   11，その他（            ） 
好きなたべもの 好きなおかし 
ありがとうございました！！ 
1，屋台の料理  2，中国料理  3，韩国料理  4，日本料理  5，イタリア料理  6，フランス料理   
7，西洋式ファーストフード 8，中国式ファーストフード  9，焼肉  10，すし   11，その他（            ） 
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附録資料Ⅸ 重慶市保護者用食生活アンケート調査表（中国語）                                    

















问题 1  关于您自己的提问。在合适的答案上请划○。                                              
问题 1-1  请回答您的性别。                                1，男性        2，女性      
问题 1-2  请回答您的年龄。                                                岁  
问题 1-3  以下的工作您做哪个一种？ 









 问题 1-4  请回答您的家庭结构。 
   1，三口之家    2，和父母同居    3，其他（                    ） 
 
问题 1-5  平常一天和您孩子一起度过的时间？ 
  1，1 少时以下    2，1～3 少时   3，3～5 少时   4，5 少时以上   
 











              
                   联络处地址 
   広島大学大学院生物圏科学研究科食料市場学研究室 
天野 通子 






 3,您家里一个月的伙食费吗？                 元 
①1,000～1,999元 ②2,000～2,999元 ③3,000～3,999元 ④4,000～4,999元 ⑤5,000～5,999元 
⑥6,000 元以上 
1，一个月 1 次以下  2，一个月 1～3 次  3，一个星期 1～2 次  4，一个星期 3～4 次   




问题 2  关于您平时的饮食生活提问。                                                     
  
问题 2-1  关于您吃饭的时候的行动提问。对下面表中的情况，您的行动最接近的答案请划○。 
 
 是 总是 不一定 不总是 不是 
1，吃饭吃到饱了为止才不吃吗？      
2，只有饿了的时候想吃零食吗？      
3，饭菜凉了也没关系的吃吗？      
4，天热的时候，您吃凉的食物比吃热的食物多吗？      
5，冬天的时候好好吃早饭的时候比其他的季节多吗？      
6，夏季您会比其他季节更注意晚饭不吃多吗？      
7，您吃肉比主食多吗？      
8，您在家里做调味料吗？      
9，您在家里腌制食物吗？      
10，您关心什么样的食物组合到一起对身体有害吗？      
11，您关心什么样的食物组合到一起对身体有好处吗？      
12，夏天的时候您吃水果和蔬菜多吗？      
13，夏天的时候您吃油腻的食物多吗？      
14，夏天的时候多喝水吗？      
15，冬天的时候多吃油炸的食物吗？      
16，冬天的时候吃凉的食物多吗？      
17，为了身体健康，您会注重食品的管养搭配吗？      
18，饭后做轻度运动吗？      
19，吃饭的时候是大家不分盘吗？      
20，吃饭用公筷吗？      
 
 问题 2-2  您的身体在下面表格的状态的时候，您会怎么做？在合适的答案上请划○。 
 
 吃药 吃中药 去医院 休息 吃何时身体
状态的食物 
什么也不做 其他 
（      ） 
发烧        
咳嗽        
头痛        
鼻水        
腹痛        
问题 2-3 您一个星期几次跟家人一起吃饭？请在早饭，午饭，晚饭合适的答案上请划○。 
 一个星期 1～2 次 一个星期 3～4 次 一个星期 5～6 次 每天 
早饭     
午饭     




 问题 2-4  您一个月去外面吃几次饭？请在早饭，午饭，晚饭合适的答案上请划○。 
 







早饭       
午饭       
晚饭       
 
  













问题 2-7  下面表格中的食物您一个月吃几次？在合适的答案上请划○。 
 












米饭        
粥        
馒头        
面条        
煎饼        
面包        
猪肉        
鸡肉        
牛肉        
羊肉        
蛋        
河鱼        
海鱼        
牛奶        
奶酪        
酸奶        
冷冻食品        
方便食品        
1，露天摊位  2，中国菜  3，韩国菜  4，日本菜  5，意大利菜  6，法国菜  7，西式快餐 
8，中式快餐  9，韩国烤肉  10，寿司   11，另外（            ） 
1，露天摊位  2，中国菜  3，韩国菜  4，日本菜  5，意大利菜  6，法国菜  7，西式快餐 





 问题 2-8  下面的食物您平常去哪里购买？在合适的答案上请划○。 
 
 百货商店 超市 菜市场 便利店 其他 
（    ） 
蔬菜      
水果      
猪肉      
牛肉      
羊肉      
鸡肉      
河鱼      
海鱼      
蛋      
大米      
豆类      
牛奶      
奶酪      


























1，鲜度   2，价格   3，产地   4，安全性   5，美观   6，味道   7，品牌  




















設問 1  あなた自身についてお伺いします。 当てはまる数字に○をつけてください。                                     
 設問 1-1  あなたの性別をお答えください。                                1，男性        2，女性      
 設問 1-2  あなたの年齢をお答えください。                                               歳  
 設問 1-3  あなたの職業をお答えください。 












設問 1-4  あなたの家族構成をお答えください。 
   1，三人家族    2，祖父母同居    3，その他（                    ） 
設問 1-5  あなたが平日、一日にお子様と過ごす時間をお答えください。 
  1，1 時間以下    2，1～3 時間   3，3～5 時間   4，5時間以上   
設問 1-6 あなたはどのくらいの頻度で自分、または配偶者の父親、または母親と一緒に食事をしますか。 











              
          連絡先 
   広島大学大学院 生物圏科学研究科食料市場学研究室 
天野 通子 







 3,あなたの家庭における一ヶ月の生活費をお答えください。                 元 





設問 2  あなたの普段の食生活についてお伺いします。                                            
  
 
















1，食事は腹八分目までしか食べない。      
2，お腹がすいているときだけ間食する。      
3，冷めた料理でも関係なく食べる。      
4，暑い日は暖かいものより冷たいものを食べる。      
5，冬は他の季節に比べて朝ごはんをしっかり食べる。      
6，夏は他の季節より夕食の食べすぎに注意する。      
7，主食よりたくさんの肉を食べる。      
8，家庭内で調味料を作る。      
9，家庭内で漬物などを作る。      
10，食品同士の組み合わせによる体への有害作用に関心がある。      
11，食品同士の組み合わせによる体への有効作用に関心がある。      
12，夏は果物や野菜をたくさん食べる。      
13，夏は脂っこいものをたくさん食べる。      
14，夏はたくさん水を飲む。      
15，冬は、揚げ物をたくさん食べる。      
16，冬は冷たいものをたくさん食べる。      
17，健康のために栄養のバランスに注意している。      
18，食後に軽く運動をしている。      
19, 食事は共餐で食べることが多い      












(    ) 
発熱        
せき        
頭痛        
鼻水        






設問 2-3  あなたが家族と食事をする頻度をお答え下さい。朝食、昼食、夕食ごとに当てはまる項目に○をつ
けてください。 
 週 1～2 回 週 3～4 回 週 5～6 回 毎日 
朝食     
昼食     





設問 2-4  あなたが外食をする頻度をお答えください。朝食、昼食、夕食ごとにあてはまる項目に○を付けて
ください。 
 
 月 1回以下 月 1～2回 週 1～2回 週 3～4回 週 5～6回 毎日 
朝食       
昼食       
























1，屋台の料理  2，中国料理  3，韩国料理  4，日本料理  5，イタリア料理  6，フランス料理   
7，西洋式ファーストフード 8，中国式ファーストフード  9，焼肉  10，すし   11，その他（            ） 
1，屋台の料理  2，中国料理  3，韩国料理  4，日本料理  5，イタリア料理  6，フランス料理   
7，西洋式ファーストフード 8，中国式ファーストフード  9，焼肉  10，すし   11，その他（            ） 
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週 1～2回 週 3～4回 週 5～6回 毎日 
ご飯       
粥       
めん類       
饅頭       
煎餅       
パン       
豚肉       
鶏肉       
牛肉       
羊肉       
卵       
川魚       
海魚       
牛乳       
チーズ       
ヨーグルト       
冷凍食品       
インスタント食品       
 
設問 2-8  あなたは、以下の生鮮食料品をどこで購入していますか。あてはまる空欄に○を付けてください。 
 




(   ) 
野菜      
果物      
豚肉      
牛肉      
羊肉      
鶏肉      
川魚      
海魚      
卵      
米      
豆類      
牛乳      
チーズ      
ヨーグルト      





1，鮮度   2，価格   3，産地   4，安全性   5，見た目   6，味   7，ブランド  8，旬であるこ



















问题 1  关于你自己的提问。在合适的答案上请划○。                                                   
  
 问题 1-1 请回答你的性别。                                            1，男性        2，女性      
 问题 1-2 请回答你的年龄。                                       岁 
 问题 1-3 你的爸爸工作吗？                                          1，工作        2，不工作    
 问题 1-4 你的妈妈工作吗？                                          1，工作        2，不工作    
 问题 1-5 请填写你家庭成员构造。（比方：奶奶，爸爸，妈妈，我） 




 问题 1-6 平日一天和爸爸或妈妈一起度过多长时间？ 
 1，1 少时以下            2，1～3 少时          3，3～5 少时            4，5少时以上      
 
















              联络处地址 
   広島大学大学院生物圏科学研究科食料市場学研究室 
天野 通子 
日本国広島県東広島市鏡山 1 丁目 4-4 
 
1，一个月 1 次以下     2，一个月 1～3次     3，一个星期 1～2 次     4，一个星期 3～4 次  
 5，一个星期 5～6 次      6，每天  
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问题 2  关于你平时的饮食生活的提问。                                                              
问题 2-1 对下面表格中的情况，你平时怎么做？在合适的答案上请划○。 
 
 是 总是 不一定 不总是 不是 
1，你吃饭到饱了为止才不吃吗？      
2，天热的时候，你吃凉的食物比吃热的食物多吗？      
3，你吃变凉的料理吗？      
4，只有俄勒的时候，想吃零食吗？      
5，你总吃油腻的食物吗？      
6，饭后，你做轻度运动吗？      
 
问题 2-2 你喜欢吃怎么样的方式，分盘或不分盘？ 
1，不分盘   2，不一定  3，分盘    
问题 2-3 吃饭用公筷吗？ 
1，不用   2，偶尔用   3，一定用  
问题 2-4 你喜欢的主食是什么？请必须选择 3个合适的答案，并在上面划○。 
1，米饭    2，粥   3，馒头   4，面条   5，煎饼   6，面包   7，另外（           ） 
 
























1，猪肉  2，鸡肉  3，牛肉  4，羊肉  5，蛋  6，河鱼  7，海鱼  8，牛奶  9，奶酪  10，酸奶   
11，冷冻食品  12，方便食品 
1，露天摊位  2，中国菜  3，韩国菜  4，日本菜  5，意大利菜  6，法国菜  7，西式快餐 
8，中式快餐  9，韩国烤肉  10，寿司   11，另外（            ） 
1，露天摊位  2，中国菜  3，韩国菜  4，日本菜  5，意大利菜  6，法国菜  7，西式快餐 





















質問 1  あなた自身について質問します。当てはまる数字に○をつけてください。                                                   
  
質問 1-1 あなたの性別をお答えください。                              1，男性        2，女性    
質問 1-2 あなたの年をお答えください。                                                     才 
 
質問 1-3 あなたのお父さんは働いていますか。                         1，はい        2，いいえ    
 
質問 1-4 あなたのお母さんは働いていますか。                          1，はい        2，いいえ    
 
質問 1-5 あなたの家の家族構成を下の空欄に書いてください。 
（例：おばあちゃん，お父さん，お母さん，私） 
       
 
 
質問 1-6 あなたは平日、一日にどのくらいお父さんまたはお母さんと一緒に過ごしますか。 
 1，1時間以下            2，1～3時間          3，3～5時間            4，5時間以上      
 
質問 1-7 あなたは、おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に食事をしたことがありますか。 
1，ある         2，ない      
☆「はい」と答えた方に質問します。 
 あなたは、おじいちゃんまたはおばあちゃんとどのくらい一緒に食事をしますか。 








          連絡先 
   広島大学大学院生物圏科学研究科食料市場学研究室 
天野 通子 















1，食事はおなかいっぱいになるまで食べない。      
2，暑い日は暖かいものより冷たいものを食べる。      
3，冷めた料理でも食べる。      
4，お腹がすいているときだけおかしを食べる。      
5，あぶらっこいものをよく食べる。      
6，ご飯のあと、軽く運動をする。      
 
質問 2-2 あなたは共餐と分餐どちらの方法で食べるのが好きですか。 
                   １、共餐  ２、どちらでもよい ３、分餐    
 
質問 2-3 あなたは共餐で食事をするとき取り箸を使いますか。 
                   1、使わない ２、たまに使う ３、必ず使う  
質問 2-4 あなたの好きな主食は何ですか。当てはまる数字に 3つ○をつけてください。 
1，ごはん    2，お粥   3，饅頭   4，麺類   5、パン 6、煎餅 7、その他（           ） 























1，屋台の料理  2，中国料理  3，韩国料理  4，日本料理  5，イタリア料理  6，フランス料理   
7，西洋式ファーストフード 8，中国式ファーストフード  9，焼肉  10，すし   11，その他（            ） 
好きなたべもの 好きなおかし 
ありがとうございました！！ 
1，屋台の料理  2，中国料理  3，韩国料理  4，日本料理  5，イタリア料理  6，フランス料理   
7，西洋式ファーストフード 8，中国式ファーストフード  9，焼肉  10，すし   11，その他（            ） 
1，豚肉  2,鳥肉  3，牛肉  4，羊肉  5，たまご  6，川魚  7，海魚   
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